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あるべきＤＸとは・・・

「新たな顧客体験（ＵＸ）を作り、顧客
とアフターデジタル型の関係性を築くこ
とがあるべきＤＸである。」

引用：beBit 藤井 保文著「アフターデジタル２ＵＸと自由」より
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①行動データ

②状況ターゲティング

③商品販売型→体験提供型
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引用：beBit 藤井 保文著「アフターデジタル２ＵＸと自由」より



行動データ
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ID
DATA集約

活用

POINT: 行動データの蓄積をどう活用するか

SNS



状況ターゲティング
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【現在】 属性ターゲティング・・・大雑把

【今後】状況ターゲティング・・・状況単位

or or

 顧客に響くコンセプトの設計
 最適なタイミングで最適なコミュニケーション



・商品販売型

・体験提供型
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 機能豊富
 性能が良い
 価格が安い

競争原理

GOAL

START DATAを蓄積…

より良い体験

 全ての接点を
どんなコンセプトで
どうデザインするか
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メーカー

サービサー

決済プラットフォーマー

「モノ」の提供下請けとして利用

経済圏の体験価値向上（ＵＸ）ユーザーの送客

産業構造の変化

最も顧客の状況を把握

引用：beBit 藤井 保文著「アフターデジタル２ＵＸと自由」より



� 「データ利活用プロジェクト」の目的

①地域に存在するデータの利活用を通じて、
新たな顧客体験（ＵＸ）を作り、地域産業
を活性化する。

②規定されたルールに基づき、安全にかつ容易
にデータを活用可能なプラットフォームの構築
を目指す。
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�ＮＥＸＴ

移動データを連携させてみたら・・・
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